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な側面から整理した｡ その結果, 子どもに対する父親の量的関与と質的関与は関わり方の内容の違いというよりも, 関わ
り方の意図や目的の違いであることが示唆された｡ さらに父母子を対象とした質問紙調査からは, 父親の量的関与は ｢世
話｣ ｢しつけ｣ ｢共行動｣, 質的関与は ｢積極的なコミュニケーション｣ ｢愛情表現｣ ｢自立への支援｣ と命名できるような
３因子から, それぞれ構成されることが示された｡ また, そのような父親の関与は, それに対する子どもの認知と母親の
養育態度を媒介して, 子どもの社会性に間接的な影響を及ぼしていることが明らかとなった｡ さらに, 子どもが認知した
父親関与と父子の接触時間との関係をみたところ, 量的関与については接触時間が短い場合は父親の関わりが少ないと子
どもに認知されていることが示された｡ しかしながら, 質的関与に関しては接触時間による差異は認められず, 父親から
質的にどの程度関わってもらっているかという子どもの認知は実際の関わりの長さとは無関係であった｡ これらの結果か
ら, たとえ短い時間しか子どもと関わることができなくても, 子どもと積極的にコミュニケーションをとり, 愛情表現や
自立に向けた支援を行うことで, 父親は子どもの社会性の発達に対して大きな貢献をしうると考えられた｡
キーワード：父親の子育て関与, 量的関わり, 質的関わり, 児童期, 社会性
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の社会面を含む様々な側面の発達に有意な影響を及ぼし
ていることを示し, 中野 (1992) も遊びを中心とした父
子関係は子どもの発達と相互関連が深いと結論づけてい











































果を踏まえて, ｢世話｣ ｢しつけ｣ ｢宿題の手伝い｣ といっ
た量的な関わりの他にも, ｢情緒的なサポート｣ ｢子ども
の生活に関心をもつこと｣ ｢子どもの才能や将来への支













































































世話 (朝起こす, 勉強を教える等)』 『しつけ (挨拶を教


















































































































答率754, 男児124名, 女児139名), 父親279 (有効回

















から成るものであり, ｢全然そうでない (１点)｣ から
｢いつもそうだ (４点)｣ までの4段階で子どもに回答を
求めた｡ なお因子分析 (主因子法・バリマックス回転)
の結果, 戸ヶ崎・坂野 (1997) と同様の ｢関係維持行動｣
(α	812), ｢関係向上行動｣ (α	755), ｢関係参加行動｣
(α	675) と命名される３因子が抽出された｡
母親の養育態度の測定 母親の養育態度の測定には,
尾形・宮下 (2003) が作成した尺度を用いた｡ この尺度
は ｢子どもと色々と話をすることが多い｣ ｢子どもを叱
ることが多い｣ 等の17項目から成るものであり, 各項目
に対しては ｢あまりない (１点)｣ から ｢かなりある
(４点)｣ までの４段階で母親に回答を求めた｡ なお因子
分析 (主因子法・バリマックス回転) の結果, 尾形・宮
下 (2003) と同様の ｢拒否的態度｣ (α	855), ｢親和的









	279) の年齢は, 20代２名 (70％), 30代106名
(380％), 40代143名 (513％), 50代23名 (82％), 不
明５名 (18％) であった｡ 職業は, 会社員204名 (731
％), 自営業27名 (115％), 公務員16名 (57％), 専門
職13名 (47％), 農林水産業５名 (47％), その他12名
(43％), 不明２名 (07％) であった｡ また休日は, 土
日祝102名 (366％), 土日48名 (172％), 土または日56
名 (201％), その他71名 (254％), 不明２名 (07％)
であった｡ 平日および休日に子どもと一緒に過ごす時間
は, 平日の平均値が218時間 (	186, 最小値	０分,
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最大値12時間, 最頻値1時間) であり, 休日の平均値
が764時間 (512, 最小値30分, 最大値24時間,
最頻値8時間) であった｡ 母親 (282) の年齢は20代
4名 (14), 30代159名 (564), 40代113名 (401),
50代２名 (07), 不明４名 (14％) であった｡ また有






























等の７項目から構成され, ｢世話｣ 因子 (α737) であ
ると解釈した｡ また第２因子は“いけない言動を注意す
る”“事故や事件について注意する”“きまりや約束を




から, ｢共行動｣ 因子 (α672) と解釈した｡ これらの
因子のうち第１因子と第２因子は, 調査１における 『世
話』 および 『しつけ』 のカテゴリーに属する項目が中心
となって構成されていたが, 第３因子は面接調査の結果
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け｣ ｢共行動｣, 質的関与は ｢積極的なコミュニケーショ
ン｣ ｢自立への支援｣ ｢愛情表現｣ とそれぞれ命名できる
３因子に収束されたが, これらの因子は父親の子どもへ
の関わり方として概ね妥当とみなすことができよう
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付記
本研究は第２著者が兵庫教育大学大学院学校教育研究
科に提出した修士論文 (平成18年度) におけるデータを
再分析したものである｡
父親の関わりが児童期の社会性に及ぼす影響
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